


各教科の
時間

学校における
実践例

●人権が尊重された
学校づくりのための
環境を整える

●おすすめの本　●人権コーナー
●あいさつ運動　●保護者との連携
●地域との連携　●他校種との連携
●施設のバリアフリー化　　など

人権学習では参加体験型学習が有効であるといわれています。
学校では、さまざまな場面で参加体験型学習を取り入れ、

人権意識を高めていきます。

「差別はなくせる」という明るい展望をもち、「差別をしない」だけでなく、
「差別をなくす」ための行動を選択し実践行動をする子

子どもが主体的に取り組み、互いの気づきや考え方を表現、共有しながら進める学習参加体験型学習…

“だれもが幸せな社会”をつくる

給食の
時間

朝の会・
帰りの会

学校行事
休み時間

●
●
自尊感情を高める
ちがいを認める

●ありがとうの木　●いいところみつけ
●異学年交流　　　●縦割り活動
●クラスミーティング
●みんな遊び　　　●委員会活動
●クラブ活動　　など

●子ども　　　●女性　　●高齢者　●障がい者
●同和問題　　●外国人　●アイヌの人々
●性的少数者　●インターネットによる人権侵害
　　　　　　　　　　　　●ハンセン病問題
　　　　　　　　　　　　　（香川県には国立療養所
　　　　　　　　　　　　　大島青松園があります）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

個別人権課題に学ぶ●

●体験活動をとおして、さまざまな人と出会い、
他者を理解する

●介助犬について　　●点字体験
●高齢者疑似体験　　●車いす体験
●パラスポーツ体験　●手話体験
　　　　　　　　　　●白杖体験
　　　　　　　　　　●平和学習　
　　　　　　　　　　　　　など

差別をなくそうとする生き方
（ロールモデル）から学ぶ
●

●講演会　　●人権集会
●芸術鑑賞　●キャリア教育
●パラスポーツ体験　など

知識をもつ
差別が存在し続ける
社会構造を知る

●
●

●子どもの権利条約　●人権に関する歴史・法律
●平和学習　●講演会　　など

清掃の
時間




